
平成　　年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）実績報告書（研究実績報告書）

様　式　Ｃ－７－１

２ ５ １ ３ １ ７ １ ３

１ ４ ６ ０ ３

バイオサイエンス研究科

新学術領域研究（研究領域提案型）

  ３版

研 究 期 間 平成 ２６年度～平成２５ 年度

２６

1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
奈良先端科学技術大学院大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 DNA損傷部位で停止した転写装置が及ぼす複製フォークの進行阻害とその回復機構

7. 研究代表者

２ ０ １ ９ ９ ６ ４ ９

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
マキ　ヒサジ

真木　寿治
教授

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

　　本研究の目的は、DNA損傷により停止した転写装置がDNA複製フォークの進行にどのような影響を与えるのかを分子レベルで解明し
、転写装置により進行が阻害されたDNA複製がどのようにして回復するのかを明らかにすることである。本研究では、バルキーアダク
トDNA損傷としてベンツピレン付加体を用い、leading鎖およびlagging鎖に導入した鋳型DNAを調製することとしていた。昨年度の研究
により、特定の部位にベンツピレン付加体を導入した鋳型DNAを用いた複製フォークの進行の阻害および回復の過程の詳細を明らかに
した。しかし、in vitro oriCプラスミドDNA複製系での複製産物を詳細に検討した結果、複製を開始した分子の大部分が特定の長さま
で伸長反応を進めた後で停止していることが明らかとなった。その後の解析から、これは複製フォークの進行に伴う正の超らせんの蓄
積が原因であることが判明し、DNAジャイレースがそれ以降の複製フォークの進行に重要な働きを持つことが明らかとなった。鋳型の
超らせん状態はRNAポリメラーゼのプロモーター結合や転写反応の進行にも大きな影響を及ぼすことが考えられる。そこで、本年度で
は、DNAジャイレースを含まない反応系で複製装置と鋳型DNAの複合体を形成させた後に、その複合体を分離する実験系の開発を試みた
。タグを付加したTusタンパク質を用いて、ter配列を含むoriCプラスミドをアフィニティビーズで分離する実験系を構築し、分離され
た複製中間体複合体がDNAジャイレースを再添加することにより、複製フォークの進行が再開することを確認した。今後は、この系を
用いて、DNA損傷を持つ鋳型DNA上での複製フォークのダイナミクスについて詳細な解析を行う。

    （１／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２６年度の研究成果）
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8461-8472
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有
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発行年

発行年
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雑　　誌　　名

Nucleic Acids Research

Nucleic Acids Research

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

論　　文　　標　　題

論　　文　　標　　題

DNA polymeraes IV mediates efficient and quick recovery at N2-dG adducts.

Recombinase and translesion DNA polymerase decrease the speed of replication fork progression during
the DNA damage response in Escherichia coli cells.

著　者　名

著　者　名

Ikeda M, Furukohri A, Philippin G, Loechler E, Akiyama MT, Katayama T,
Fuchs RP, Maki H.

Tan K.W., Pham M.T., Furukohri A, Maki H. and Akiyama T.M.
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H.,and Akiyama, T.M.

Furukohri, A., Ikead, M., Akiyama, M., Katayama, T., Fuchs R.P., and Maki,
H.

Pham, TM., Tan, K.W., Sakumura, Y., Okumura,K., Furukohri, A., Maki,
H.,and Akiyama, T.M.

発　表　者　名

発　表　者　名

発　表　者　名

発　表　者　名

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

DNA polymerases: Biology, Diseases and Biomediacal Appliatiuon
Conference 2014

DNA polymerases: Biology, Diseases and Biomediacal Appliatiuon
Conference 2014

The 9th 3R International Symposium

The 9th 3R International Symposium

学　会　等　名

学　会　等　名

学　会　等　名

学　会　等　名

2014年08月31日～2014
年09月04日

2014年08月31日～2014
年09月04日

2014年11月11日～2014
年11月21日

2014年11月11日～2014
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発表年月日

発表年月日

発表年月日

発表年月日

Escherichia coli DNA polymerase IV mediates quick recpovery of repliaction forks stalled at N2-dG
adducts.

A single molecule approach to DNA replication in Escherichia coli cells demonstrated that DNA
polymerae III is a major determinant of fork speed.

Escherichia coli DNA polymerase IV mediates quick recpovery of repliaction forks stalled at N2-dG
adducts.

A single molecule approach to DNA replication in Escherichia coli cells demonstrated that DNA
polymerae III is a major determinant of fork speed.
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